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個人情報保護に関する一般コース 

1.コース名   個人情報保護に関する一般コース 

2.標準学習時間   2時間 

3.コース概要  
個人情報保護に関する一般的な知識を学習するコースです。 

本コースは「個人情報保護に関する発展コース」を学ぶうえでの基礎となります。 

4.学習目標 

• 個人情報保護とはいかなるものかを知り、その対策の重要性を理解する。  

• どのようなときに個人情報の漏えいが起こるのかを理解する。  

• 個人情報の基本的な取り扱い方と個人情報保護の方法を理解する。 

5.特長 

• アニメーションによる実際の業務のシミュレーション。  

• ケーススタディ形式による高い学習効果。  

• １レッスン＝１テーマのテンポよいレッスン構成。 

• ポップクイズや確認テストによる定期的な理解度チェック。 

• 受講者自身の個人情報保護に対する意識レベルをはかれるチェックシート。 

（★画面イメージＢ） 

6.目次 

イントロダクション 

第 1章 個人情報は扱い方でこれだけ危ない！ 

この章の内容 

レッスン 1 - 個人情報の管理(1) 情報の保全 ～情報の管理は大丈夫ですか？ 

レッスン 2 - 個人情報の管理(2) 情報の適正化 ～情報の内容は正確ですか？ 

レッスン 3 - 個人情報の利用 ～情報は目的に沿って利用していますか？ 

レッスン 4 - 個人情報の取得 ～情報は適切な方法で取得していますか？ 

レッスン 5 - 個人情報の種類 ～個人情報ってどんなものか知っていますか？ 

レッスン 6 - 個人情報の開示要求への対応 ～個人情報ってだれのものですか？ 

レッスン 7 - まとめ 

テスト - 確認テスト 

第 2章 個人情報について理解を深めよう 

この章の内容 

レッスン 1 - 個人情報とその扱い 

レッスン 2 - 個人情報の取得 

レッスン 3 - 情報漏えいと法的責任 

レッスン 4 - 個人情報のポイント(1) 管理 ～顧客リスト 

レッスン 5 - 個人情報のポイント(2) 利用 ～アンケート・DM 

レッスン 6 - 個人情報のポイント(3) 利用の制限 ～職歴・健康に関する情報 

レッスン 7 - 個人情報のポイント(4) 特殊な個人情報  

       ～預貯金・生命保険などの情報 

レッスン 8 - 個人情報のポイント(5) 個人で守るべき情報 ～クレジットカード 

レッスン 9 - 個人情報のポイント(6) ネット社会と個人情報  

       ～メールアドレス・掲示板 

レッスン 10 - まとめ 

テスト - 確認テスト 

第 3章 ケーススタディで学ぶ個人情報保護 

この章の内容 

レッスン 1 - 情報管理対策(1) ～情報漏えいは管理責任を問われる 

レッスン 2 - 情報管理対策(1) 情報漏えいと管理体制 

      トピックス - 管理体制の確立のために〔業務委託の場合〕 

レッスン 3 - 情報管理対策(2) ～うわさ話からも情報は漏れる 

レッスン 4 - 情報管理対策(2) 情報の管理意識 

レッスン 5 - 情報管理対策(3) ～もし警察から個人情報の公開を求められたら 

レッスン 6 - 情報管理対策(3) 情報の扱いの原則と例外 

レッスン 7 - 情報管理対策(4) ～情報の誤りは法的に訴えられる可能性がある 

レッスン 8 - 情報管理対策(4) 情報の適正化の必要性 

      トピックス - 管理体制の確立のために〔情報適正化の場合〕 

レッスン 9 - 情報管理対策(5) ～守られるべき個人情報 

レッスン 10 - 情報管理対策(5) 個人情報で守られなければならないこと 

レッスン 11 - まとめ 
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テスト - 確認テスト 

総合テスト 

付録 A： チェックシート（★画面イメージＢ） 

付録 B： 個人情報保護法条文 

付録 C： 経済産業省ガイドライン 

コースレビュー 

7.画面イメージ 

★画面イメージＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

1. 自身の個人情報知識・ 

行動についてチェック 

2. 個人情報に対する 

意識レベルを判定 

3. チェックシートを保存 


